
「祝 技能五輪国際大会出場」
「頑張る卒業生 大谷周平君」

校長 田邊孝次

本校卒業生の大平周平君（平成２４年３月卒業）
が昨年の技能五輪全国大会家具部門で金賞に輝
き、今年の国際大会に日本代表として出場します。
大平君は、本校卒業後(旭川共栄小学校、旭川東
陽中学校出身)旭川高等技術専門学院造形デザイ
ン科に進学し、昨年４月よりプレステージジャパ
ン東川工場に家具職人として勤務しています。小
学校４年生から野球を始め、中学校、高校と続け、
本校では野球部主将、ピッチャーとして活躍しま
した。野球部監督の藤崎先生の薦めで、小さい頃
からお父さんと一緒に日曜大工やプラモデル作り
を行っていたこともあり、ものづくり系の技術を
身に付け家具職人を目指して旭川高等技術専門学
院に進学しました。造形デザイン科では１年次に
木製品製作の基礎となる手工具の使用方法や木工
機械 の操作方法などを学習し、後期にはスケー
ルモデル、オリジナル家具製品を製作しました。
平成２５年２年次に２級技能士を取得し、初め

て出場した技能五輪全国大会で銀賞を受賞し、旭
川市から若年優秀技能者表彰を受けました。平成
２６年１１月に愛知県で開催された第５２回全国
大会家具部門には、2年連続で出場し見事金賞を
受賞して国際大会への出場権を獲得しました。ま
た、本校出身の同科２年生の石井厚気君（旭川東
明中学校出身）も家具部門で敢闘賞を受賞してい
ます。
全国大会は４１種目に１２００名が参加し、大

会当日の年齢制限が２３歳までの参加資格で４１
種目に１２００名が出場しました。（家具部門は
２２名参加)家具部門の全国大会は、「木製キャビ
ネット」を作業時間２日間で１日目７時間、２日
目５時間以内という規定時間で作品の精度や仕上
がりを競いました。課題は事前に発表されますが、
大会当日に３割の内容が変更になるため、出場者
の３分の１は、規定時間内に作品を完成させるこ
とができない状況でした。大谷君は、事前に計画
していた時間配分通りに作業を進めることがで
き、完成させ高い評価を受け優勝しました。
国際技能競技大会（通称：技能五輪国際大会)

は２年に一度開催され、今年の８月１０日～１６

日にブラジルで第４３回サンパウロ国際大会が開
催されます。参加資格は大会開催年に満22歳以
下（一部競技を除く）の者で、過去に同一職種で
参加していない者に限られています。競技職種は、
45職種ですが、参加選手は各国１職種につき1
名または1組、競技時間は概ね20時間で、数日
にわたって実施されます。日本からは４１種目２
５人が参加し、家具部門には２５カ国から参加し
ます。

さて、今年は終戦70年目ですが戦後の昭和22年
～24年の第一次ベビーブームに生まれた方々を
団塊の世代と呼ばれています。この団塊の世代が
後期高齢者となる７５歳に達し、日本社会に多大
な影響が出ることを“2025年問題”と呼ばれて
います。2025年以降は、2200万人、４人に１
人が75歳以上という超高齢社会が到来します。
医療、歯科、介護、福祉サービスへの需要が高ま
り、社会保障財政のバランスが崩れるとも指摘さ
れています。医療費など社会保障費の急増が懸念
され深刻な危機に直面する問題です。さらに、日
本は加工貿易国としてものづくり立国として成長
してきましたが、日本を背負う優秀な技能者をど
う育てるべきか。製造業の海外移転が進む中、技
術・技能の伝承も大きな課題となっています。
そのため、全国工業高等学校長協会の主催によ

り、高校生を対象に毎年開催される高校生ものづ
くりコンテスト全国大会（別称：高校生技能五輪）
や中央職業能力開発協会の主催により、20歳以
下の若者を対象に若年者ものづくり競技大会（別
称：技能五輪ユース大会）などが開催されていま
す。
大谷君は国際大会への出場は、大会時点で２２

歳までしか参加できなく、一生に一回しかないチ
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ャンスなので上位入賞を目指したいと抱負を語っ
ています。全国大会で入賞（金、銀、銅、敢闘）
したことにより１級技能士の実技が免除されるの
で実務経験を積み、職業訓練指導員や１級技能士
を取得し家具職人として独立する夢もある。東川
高校の後輩には、在学中に自分のやりたいこと、
好きなことを見つけられるように目的意識を思っ
て過ごすことが大切と語っていました。ものづく
りに関わる職業選択ができ、今後の夢実現に向け
て一生懸命生活している姿は大変輝いていまし
た。今後は、仕事と課題練習の両立に苦労するこ
とと思いますが国際大会での入賞を祈念します。

本年度最後となる第３回学校評議員会議を１７
日（火）の１８：３０～校長室にて行いました。
３回目はＰＴＡ会長・副会長も出席していただ
き、学校評価委員会としての目的も兼ね、本年度
の教育活動について意見交換をしました。

学校から
は、１月末
に実施した
「学校生活
に関するア
ン ケ ー ト
（全校生徒
より）」「学
校教育に関
するアンケ
ート（保護

者より）」「学校評価アンケート（教職員分）」の
集約結果と年度末反省会議における意見や内容等
について説明をしました。
アンケート集約を概観してみると、生徒指導、

福祉関係等の資格取得の指導、日常の清掃活動や
美化活動等については、生徒も保護者も比較的高
くなっており、意欲を喚起する教科指導、生徒の
実態に即した教材の用意や一人ひとりの理解を大
切にする指導等の項目でやや低い状況にありまし

た。教職員の自己評価においても意欲を喚起する
教科指導、観点別評価など評価の創意工夫の項目
ではあまり高い評価ではありませんでした。公開
授業週間や授業アンケート等の取組はしています
が、工夫改善の方策が必要であることを示してい
ます。アンケート結果及び学校評価委員会で出さ
れた意見を次年度の学校づくりに生かすよう努め
て参ります。

３年生にとって最後の学校行事となる第３３回
カルタ大会が１月２９日（木）に行われました。
クラス対抗戦、チームにより個人戦がそれぞれ

行われ、団体（２Ｂ）、個人戦（２Ａチーム）と
もに２年生が優勝する結果となりました。
今年で３３回を迎えた伝統あるカルタ大会です

が、会場当日には書道の授業において作成した下
の句カルタの作品が飾られ、大会の雰囲気を盛り
上げました。また、カルタの詠み手として３年岩
倉未来君、２年佐藤詩音さんの２名が活躍し、大
会成功に貢献してくれました。

＜３月～４月上旬の主な行事＞ １７日（火）入学者選抜合格発表

１日（日）卒業証書授与式、「清流」発行 （１０：００）、性の授業（1年）

３日（火）学力検査準備 １９日（木）性の授業（２年）

検査場設営・公開 ２０日（金）税の授業（１年）

４日（水）入学者選抜学力検査 ＰＴＡ第4回役員会（１８：３０）

生徒休業日 ２４日（火）終業式・離任式、防災点検

５日（木）入学者選抜面接、生徒休業日 ２５日（水）年度末休業

６日（金）入学者選抜採点、生徒休業日 ２７日（木）介護職員初任者研修講座

１０日（火）職業適性検査（２年） （１～2年生希望者）

１１日（水）合否判定会議、生徒休業日 ＰＴＡ同窓会合同送別会

１２日（木）２年 進路講話 （１８：３０～）

１３日（金）進路先輩講話(１年） ４月１日（水）新入生予備登校

１４日（土）ソフトテニス全道大会（釧路） 8日（水）着任式・始業式

バドミントンＦＤ杯 入学式（１３：３０～）


